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3㸬༞ᴗㄽᩥࡢ఩⨨௜ࡅ 

 卒業研究の目的は、4 ᖺ次の 1 ᖺ間で卒業研究を行い、その成ᯝを卒業論文にまとめることにより、より

深い専門知識ࡔけでなく、調ᰝ・ウ論・発⾲な࡝を㏻ࡌて視野を広げるとともに、工学的デ࢖ࢨン能力とコ

ミュニケーション能力を身につけることを目的とする。さらに、卒業ᚋも主体的に学習を⥅続できる能力を

養成することである。 
 学生は 4 ᖺ生になると、そࢀࡒࢀ研究ᐊに配ᒓさࢀ、指導教ဨの下で卒業論文研究を行うことになる。卒

業論文研究では研究の意⩏、研究ᡭ法等を学び実㦂・解ᯒを行う。そして、学生はそのࢸーマに関連する㐣

ཤの研究について文献調ᰝを行い、実㦂や研究をィ⏬、㐙行することによって、研究ࢸーマに対して深い知

識と理解が得らࢀるようになる。また必せに応ࡌてࢮミを行い、研究の進ᤖ≧ἣについて指導教ဨとのディ

。ーション能力を養うࢸンࢮションを行う。卒業論文研究の成ᯝは͆卒論発⾲会͇にて発⾲し、プࣞࢵカࢫ

また、卒業論文をᇳ➹することにより、論理的な考え方と論文の᭩き方を学ࡪことになる。 
卒業論文研究は、3 ᖺ間ຮ学してきたことが࡝のように฼用できるかを実際に理解するሙであり、ᮏ学科

では᭱も教育ຠᯝの上がる教育の୍つとして位⨨௜けている。また、卒業論文研究では学生自身が✚ᴟ的か

つ主体的に研究にບむことによって成ᯝが得らࢀるものであり、こࢀを㏻してᾏὒᅵᮌ工学の技術者として

の⣲養を身につけることができる。 
 

4㸬༞ᴗᚋࡢ㐍㊰࡚࠸ࡘ࡟ 

 ㏆ᖺの進㊰の内ヂは、大学㝔༤士๓ᮇ課程に進学する学生が 3㹼4 ๭、ᑵ職する学生が 6㹼7 ๭となってい

る。主なᑵ職先は、ࢿࢮコン、ᘓタ会社、ᘓタコンࢧルࢱンࢺ、コンࢡリーࢺ஧次〇ရ࣓ーカー、ᘓタᮦᩱ

࣓ーカー、国ᅵ஺㏻┬、┴ᗇ、ᕷᙺ所、な࡝である。なお、ᮏ学科を卒業すると、 㔞士⿵、技術士୍次ヨ

㦂ච㝖の㈨᱁が得らࢀる。また、技術士、 㔞士、施工管理技士、ᅵᮌ学会ㄆ定技術者㈨᱁（2 ⣭技術者）

な࡝の㈨᱁を取得することもྍ能である。 
 

5㸬JABEE࡚࠸ࡘ࡟࣒ࣛࢢࣟࣉ 

JABEEࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᴫせ 

JABEE（᪥ᮏ技術者教育ㄆ定ᶵ構）は、大学な࡝の高等教育ᶵ関の技術者教育プログラムが各分野におけ

る社会のせồỈ‽を‶たしていることをᮇ㝈௜きでㄆ定することにより、専門職として㐺切な業⦼を上げ得

る質のⰋい技術者の育成を支援することを目的としている。JABEE の基‽に合⮴しているとㄆ定さࢀた教

育プログラムの修஢生は、専門職として実ົにᑵくための必せ᭱ప㝈の能力をಖᣢしているとみなさࢀる。 
2016 ᖺ度⌧ᅾ、ᮏ学科で実施している教育プログラムは JABEE のㄆ定をཷけており、ㄆ定ᮇ間୰にᮏ学

科を卒業した学生は JABEE 教育プログラムの修஢生となり、以下の࣓リࢺࢵが得らࢀる。 
・ᾏὒᅵᮌ工学に関する質の高い技術者教育をཷけていることがᐈ観的にド᫂さࢀる。 
・技術士の➨୍次ヨ㦂合᱁とྠ等とみなさࢀ、修習技術者として┤ࡄに実ົ⤒㦂を✚むことができる。 
・技術士な࡝、各✀㈨᱁ヨ㦂をཷ㦂するまでのᮇ間が▷⦰さࢀる。 

 
ᮏ学⛉ࡢᩍ⫱┠ᶆ࡜ JABEEᇶ‽ࡢ࡜㛵㐃 

ᮏ学科の教育プログラムにおける学習・教育฿㐩目標は、「1．教育目標」で♧した[A]から[H]の 8 つの㡯

目である。この学習・教育฿㐩目標と JABEE のせồする以下の基‽との対応を♧したものが⾲ 3 である。

対応する㡯目にはۑ༳で、ᐦ᥋に対応する㡯目には۔༳で、そࢀࡒࢀ♧している。 
 

 [JABEEのඹ㏻基‽] 

(a) 地⌫的視Ⅼから多㠃的に≀஦を考える能力とその⣲養 

(b) 技術が社会や自然に及ࡰすᙳ㡪やຠᯝ、及び技術者が社会に対して㈇っている責任に関する理解 

(c) ᩘ学及び自然科学に関する知識とそࢀらを応用する能力 

(d) ᙜヱ分野において必せとさࢀる専門的知識とそࢀらを応用する能力 
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(e) ✀ࠎの科学、技術及び情報を活用して社会のせồを解決するためのデ࢖ࢨン能力 

(f) 論理的なグ㏙力、ཱྀ㢌発⾲力、ウ㆟等のコミュニケーション能力 

(g) 自主的、⥅続的に学習する能力 

(h) 与えらࢀた制⣙の下でィ⏬的に仕஦を進め、まとめる能力 

(i) ࢳームで仕஦をするための能力 

 

 

 

学⩦࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆ࡟ᑐࡿࡍ┠ᶆ᫬㛫 

各学習・教育฿㐩目標に対する㐩成度のホ価方法は、主として各科目に関連௜けている学習・教育฿㐩目

標の学習ಖド᫬間でホ価している。各学習・教育฿㐩目標に対する目標᫬間は、関連する科目に๭り᣺らࢀ

た学習ಖド᫬間を用いて、以下のようにタ定さࢀている。 
 
[本学科䛾学習・教育฿㐩目ᶆ（䜻ー䝽ー䝗）]       [目ᶆ᫬㛫] 

䠷A䠹 䛂人㢮䛾ᖾ⚟と⚟♴䛃                   １２䠌᫬㛫 

䠷B䠹 䛂ᣢ⥆ⓗ発ᒎとㄪ࿴䛃             １１䠌᫬㛫 

䠷C䠹 䛂䝁ミ䝳䝙䜿ーシ䝵䞁⬟ຊ䛃         １䠒䠑᫬㛫 

䠷D䠹 䛂基礎学ຊ䛃       ４４䠌᫬㛫 

䠷E䠹 䛂ᑓ門学ຊ䛃              䠑䠌䠌᫬㛫 

䠷F䠹 䛂海洋環境䛾㛤発とಖ඲䛃      １４䠌᫬㛫 

䠷G䠹 䛂自୺ⓗ䛺解決⬟ຊ䛃           １１䠌᫬㛫 

䠷H䠹 䛂⥅⥆ⓗ䛺学習⬟ຊ䛃             １䠌䠌᫬㛫 

  
学⩦࣭ᩍ⫱฿㐩┠ᶆ࡟ᑐࡿࡍ㐩ᡂᗘ 

ᮏプログラムにおける㐩成度は、䠷A䠹㹼䠷H䠹の目標᫬間に対する、学生が修得した学習ಖド᫬間の๭合で♧

さࢀ、㐩成度 80%が合᱁基‽となる。౛えࡤ、䠷A䠹に対する㐩成度は下ᘧによってホ価さࢀる。 
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௬に䠷A䠹に対する学習ಖド᫬間が60 ᫬間であࡤࢀ、その᫬Ⅼでの㐩成度は50%とホ価さࢀることになり、

㐩成度が 100%となるためにはさらに 60 ᫬間の学習ಖド᫬間の修得が必せであることが☜ㄆできる。௚の㡯

目についてもྠ様であり、᭱⤊的に䠷A䠹㹼䠷H䠹の全ての㐩成度が 80㸣以上となった᫬にᮏプログラムの合᱁

基‽を‶㊊したとุ定さࢀる。 
⾲ 4 は、各科目と各学習・教育฿㐩目標との対応関係と位⨨௜けを♧したものである。対応する㡯目には

⾲している。また♧ࢀࡒࢀ༳で、そ۔༳で、ᐦ᥋に対応する㡯目にはۑ 5 には、䠷A䠹㹼䠷H䠹の各学習・教育฿

㐩目標に対して各科目に๭り᣺らࢀた学習ಖド᫬間を♧している。 
 
ᮏ学科の教育プログラムでは以上に㏙࡭たように学習・教育฿㐩目標に๎って教育し、ཝ᱁な成⦼ホ価を

行っている。修得した科目に๭り᣺らࢀた学習ಖド᫬間を☜ㄆし、各学習・教育฿㐩目標の㐩成度を自己ホ

価したうえで、そのᚋの履修ィ⏬に཯ᫎさせることが㔜せである。 


